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研究課題名 胃酸分泌抑制薬との相互作用を考慮した塩類下剤の選択がパロノセトロンに

よる便秘に与える影響 

研究体制 ■長野赤十字病院が責任研究機関となる 

研究責任者 当    院   所属 薬剤部   氏名  土屋 直彦  

研究期間 （西暦） 承認日 ～2023年 12月 

研究の概要 （本研究の意義・目的） 

 高度催吐リスクに該当する EC療法、FEC療法では制吐療法とともに便秘

対策がとられてきた。近年、様々な制吐剤の併用により便秘傾向が強くなっ

ており、有効な便秘対策が望まれる。便秘対策として、酸化マグネシウムや

センノシドなどが頻用されるが、治療後の逆流性食道炎症状に対して用いる

H２blocker や PPI が酸化マグネシウムの活性を低下させる可能性が危惧さ

れる。便秘対策の工夫として、胃酸分泌抑制薬の併用による活性低下を起こ

しにくい硫酸マグネシウムの投与を行った症例もあったことから、今回その

効果について後方視的に調査する。 

 

（研究方法） 

 2021年 10月から 2023年 3月までに当院で EC療法、FEC療法を開始さ

れた乳癌患者のうち、下剤の処方を受け、排便状況を確認できた患者を対象

とした。EC 療法、FEC 療法開始時の年齢、性別、薬歴、臨床検査値、排便

状況について電子カルテおよび患者から提出された排便日記より後方視的に

調査する。 

 

試料・情報  電子カルテから診療録、薬歴など、排便日記 

研究対象 2021年 10月～2023年 3月に当院で EC療法を受け、排便日記を提出された

患者 

※当研究に自分の情報を使用してほしくない場合は下記のお問い合わせ先ま

でお申し出ください。 

個人情報の保護 収集したデータは、誰のデータか分からなくした（匿名化といいます）上

で使用いたします。国が定めた倫理指針（「人を対象とする医学系研究に関す

る倫理指針」）に則って、個人情報を厳重に保護し、研究結果の発表に際して

も、個人が特定できない形で行います。 

お問い合わせ先 〒３８０－８５８２ 

長野県長野市若里五丁目２２番１号 

長野赤十字病院 

所属  薬剤部    氏名  土屋 直彦  

TEL：026-226-4131（代表）  FAX：026-228-8439 

 

 


